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骨格転位反応は一段階で複雑な分子骨格を形成できる点で興味深い分子変換プロセスである。

当研究室では、O-プロパルギルオキシム 1 を基質とした銅触媒骨格転位反応を報告している(式

1)
1),2)。この反応は高活性な N-アレニルニトロン中間体 Aを経由するため、適当な反応剤でこれを

捕捉することにより分子間反応が進行すると予想できる。今回我々は基質 1 とマレインイミド 2

との銅触媒反応により、5 員環が縮環したオキサゼピン誘導体 3 が得られることを見出したので

報告する(式 2)。 
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